
　

２
月
８
日
に
行
わ
れ
た
第
30
回
は

ず
夢
ウ
ォ
ー
ク
「
鳥
羽
の
火
祭
り
コ

ー
ス
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
と

き
の
模
様
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

は
ず
夢
ウ
ォ
ー
ク
は
、
四
季
の
移

ろ
い
を
感
じ
な
が
ら
、
幡
豆
地
区
の

里
山
な
ど
を
歩
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
で
、
今
回
は
国
指
定
重
要
無

形
民
俗
文
化
財「
鳥
羽
の
火
祭
り
」の

開
催
日
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

鳥
羽
駅
周
辺
の
里
山
や
丘
陵
、
海
岸

線
を
巡
り
な
が
ら
、
地
域
に
伝
わ
る

民
話
の
史
跡
を
訪
ね
る
約
７
・
２
㎞

の
コ
ー
ス
で
し
た
。

　

朝
９
時
半
、
残
念
な
が
ら
天
気
は

雨
。
も
し
か
し
た
ら
中
止
な
の
か
な

と
心
配
し
な
が
ら
ス
タ
ー
ト
地
点
の

名
鉄
三
河
鳥
羽
駅
に
行
く
と
、
す
で

に
数
人
の
参
加
者
が
受
け
付
け
に
集

ま
っ
て
い
ま

し
た
。
参
加

者
の
皆
さ
ん

は
「
雨
の
と

き
も
あ
る
よ

ね
、
こ
の
間

は
雪
だ
っ
た

よ
」
と
元
気

な
声
。
聞
け

ば
名
古
屋
市

や
安
城
市
か

ら
の
参
加
者

も
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ス
タ
ー
ト
し
て
間
も
な
く
す
る
と

鳥
羽
神
明
社
に
到
着
。
火
祭
り
で
使

わ
れ
る
す
ず
み
（
大
松
明
）
が
準
備

を
整
え
、
雨
よ
け
の
ビ
ニ
ー
ル
を
か

む
っ
て
ド
ー
ン
と
待
ち
構
え
て
い
ま

し
た
。
夜
が
待
ち
遠
し
く
な
り
ま

す
。
次
に
北
部
の
里
山
を
歩
き
ま
す
。

「
い
い
天
気
だ
っ
た
ら
な
あ
」と
、
少

し
恨
め
し
く
思
い
な
が
ら
、
西
部
の

丘
陵
下
を
沿
う
よ
う
に
進
み
ま
す
。

　

そ
し
て
コ
ー
ス
終
盤
の
崎
山
集
落

を
巡
る
旧
道
に
差
し
掛
か
る
と
、
な

か
な
か
し
ん
ど
い
山
道
が
続
き
ま
す
。

「
一
息
つ
き
た
い
な
あ
」
と
思
っ
て

い
る
と
、
突
然
目
の
前
に
素
晴
ら
し

い
風
景
が
。
吉
良
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ

を
一
望
で
き
る
隠
れ
た
ビ
ュ
ー
ス
ポ

ッ
ト
に
疲
れ
が
癒
や
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ
で
折
り
返

し
、
海
岸
線
を
歩
い
て
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
ま
す
。
ゴ
ー
ル
の
鳥
羽
駅
前
で

は
、
地
元
の
商
店
な
ど
が
出
店
す
る

物
産
展
「
と
ば
市
」
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
で
も
あ
い
に
く
の
雨
。
残

念
な
が
ら
お
客
さ
ん
は
ま
ば
ら
で
し

た
。
私
は
揚
げ
た
て
の
コ
ロ
ッ
ケ
を

買
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
芯
ま
で
冷
え

た
体
に
染
み
入
る
温
か
さ
で
し
た
。

　

今
回
の
は
ず
夢
ウ
ォ
ー
ク
は
、
悪

天
候
の
影
響
も
あ
り
、
参
加
者
は
40

人
ほ
ど
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で

も
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
は
、
最
後
の
参

加
者
が
ゴ
ー
ル
す
る
ま
で
待
っ
て
い

ま
し
た
。
コ
ー
ス
に
は
数
多
く
の
案

内
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
迷
う

こ
と
も
な
く
ゴ
ー
ル
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
の
言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
次

回
も
参
加
す
る
つ
も
り
で
す
。
で
も
、

今
度
は
す
っ
き
り
青
空
が
い
い
な
。

雨
具
を
身
に
付
け
受
け
付
け
に
集
合
し
た

参
加
者
（
右
）　

火
祭
り
の
出
番
を
待
つ

２
基
の
す
ず
み
。
近
く
で
見
る
と
、
そ
の

迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
（
下
）

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
公
募
に
よ
り
選

ば
れ
た
市
民
記
者
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

市
民
の
目
線
で
、
市
内
各
地
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
取
材
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

崎山集落から望む吉良ワイキキビーチ（上）
イベントに合わせて開催されたとば市。地元
の農産物や名産品などが並びます（下）

広報サポーター
成瀬隆比古さん（若松町）

第
30
回
は
ず
夢
ウ
ォ
ー
ク

鳥
羽
の
火
祭
り
コ
ー
ス

24広報平成27年４月１日号



一本の筆から
日本の美を学ぼう

水墨画「みのり会」

　

私
た
ち
水
墨
画
「
み
の
り
会
」
は
毎

月
第
２
・
第
４
土
曜
日
に
、
ア
ク
テ
ィ

に
し
お
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
筆
と
墨
、

紙
を
使
い
、
描
く
人
の
感
性
で
、
表
面

描
写
だ
け
で
な
く
、
内
か
ら
湧
き
出
る

「
気
」
を
表
現
し
ま
す
。
簡
単
に
い
う

と
「
あ
り
の
ま
ま
の
ス
ケ
ッ
チ
で
は
な

く
、
も
っ
と
自
由
に
描
こ
う
」
で
す
。

さ
ら
に
こ
の
教
室
で
は
色
を
使
っ
た
り
、

箸
や
ス
ポ
ン
ジ
を
使
っ
た
り
、
技
術
的

に
も
た
く
さ
ん
の
技
法
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
親
睦
を
兼
ね
た
ス

ケ
ッ
チ
旅
行
に
も
出
掛
け
ま
す
。
室
内

で
の
教
室
も
楽
し
い
で
す
が
、
和
気
あ

い
あ
い
と
外
に
出
掛
け
る
の
も
作
品
に

躍
動
感
を
与
え
ま
す
。

　

完
成
し
た
作
品
は
、
市
民
病
院
や
刈

谷
市
美
術
館
、
西
尾
市
民
展
、
文
協
展

な
ど
で
展
示
し
ま
す
。

　

現
在
の
会
員
は
、
年
配
者
が
多

い
で
す
が
、
ぜ
ひ
若
い
方
に
も
素

晴
ら
し
い
伝
統
あ
る
日
本
の
美
の

世
界
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
初
心
者
に
は
、
お
手
本

を
用
意
し
て
基
本
か
ら
丁
寧
に
指

導
し
ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
、

心
豊
か
に
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

水
墨
画
「
み
の
り
会
」

　

稲
吉
（
☎
52
・
２
０
３
１
／
上

永
良
町
）

髙須 蒼
あお
くん

（今川町）
平成25年９月生まれ
いつもわんぱくな蒼く
ん☆　これからも元気
いっぱいに育ってね♡

西本 陽
ひな

汰
た
くん

（つくしが丘一丁目）
平成25年10月生まれ
甘えん坊な陽汰くん！
これからもお姉ちゃん
と仲良く成長してね♡

稲垣 あずきちゃん
（上町）

平成25年10月生まれ
パンが大好きなあずき
ちゃん♡元気にすくす
く育ってね!!

竹内 蒼
そうすけ

介くん
（羽塚町）

平成25年９月生まれ
笑顔のかわいい蒼介く
ん☆これからも元気で
優しい子に育ってね！

石川 奈
な な み

那美ちゃん
（新在家町）

平成25年９月生まれ
食いしん坊でおてんば
な奈那美ちゃん♡　元
気に大きくなってね！

髙野 煌
こう

太
た
くん

（東幡豆町）
平成25年10月生まれ
煌太の笑顔にいつも癒
やされてるよ♡お兄ち
ゃんと仲良くしてね♪

山口 颯
そうすけ

介くん
（中原町）

平成24年９月生まれ
笑顔がとってもかわい
い颯介。姉弟仲良く元
気に成長してね！

兼子 愛
め い

彩ちゃん
（吉良町）

平成25年10月生まれ
明るく元気なメイちゃ
ん。笑顔の似合う子に
育ってね♪

このコーナーに登場してくれるサークル・
ボランティア団体を募集しています。詳し
くは、秘書課広報担当（☎65・2159）へ。
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総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
ス
ポ
ー
ツ
し
よ
う

ス
ポ
ー
ツ
に
し
お

ス
ポ
ー
ツ
に
し
お

岩
瀬
文
庫
学
芸
員　

林
知
左
子

「
西
尾
」
の
初
出
遡さ

か
の
ぼ

る
！

　

皆
さ
ん
は
、
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
ご
存
じ
で
す
か
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と

は
、
身
近
な
地
域
で
気
軽
に
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
、

新
し
い
タ
イ
プ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
す
。
文
部
科
学
省
が
策
定
し

た
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」
に
掲
げ

ら
れ
た
政
策
実
現
に
向
け
て
、
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
①
い
ろ
い
ろ
な

ス
ポ
ー
ツ
を　

②
年
代
を
超
え
た

い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と　

③
レ
ベ

ル
に
合
わ
せ
て
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
運

営
は
地
域
の
方
が
主
体
と
な
り
行

っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
４
つ
の
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
種

目
は
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
経
験
者
も
未
経
験
者
も
、

皆
さ
ん
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
み
た

い
」
「
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
き
っ
か

け
を
探
し
て
い
る
」「
ス
ポ
ー
ツ

を
す
る
仲
間
が
欲
し
い
」
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問スポーツ課振興担当（☎54・0002／総合体育館内）

Ｖ
ｏ
ｌ・
01

　

中
世
の
こ
ろ
、
当
地
吉
良
庄
西
条
、
西
尾
城
は
西
条
城
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

「
西
尾
」
と
い
う
名
が
使
わ
れ
た
最
初
の
史
料
は
、
こ
れ
ま
で
永
禄
７
（
１
５
６

４
）
年
、
徳
川
家
康
の
臣
で
西
尾
城
を
任
さ
れ
た
酒
井
正
親
が
、
城
の
鎮
守
御み

剣つ
る
ぎ

八

幡
宮
に
奉
納
し
た
鰐わ

に

口ぐ
ち

の
銘
文
「
三
河
国
吉
良
庄
西
尾
…
」
と
さ
れ
、
永
禄
６
年
に

吉
良
氏
＝
今
川
氏
勢
力
か
ら
当
地
を
奪
っ
て
以
降
、
家
康
が
吉
良
色
を
払ふ

っ

拭し
ょ
く

す
る

た
め
「
西
尾
」
に
改
称
し
た
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
紹
介
す
る

古
文
書
（
年
不
詳
十
月
廿
三
日
付
・
今
川
義
元
書
状
）
は
、
こ
の
説
を
覆
す
新
史
料

で
す
。
そ
の
古
文
書
は
、
吉
良
氏
が
緒お

川が
わ

城
（
東
浦
町
）
の
水
野
氏
（
背
後
に
は
織

田
氏
）
と
結
び
、
今
川
氏
へ
の
反
逆
を
企
て
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
義
元
が
吉
良
氏

の
親
族
で
八
ツ
面
城
主
の
荒
川
氏
に
宛
て
て
離

反
を
阻
止
す
る
た
め
送
っ
た
書
状
で
、
文
中
に

「
西
尾
之
御
事
」「
西
尾
城
」
の
文
字
が
見
え
ま
す
。

書
状
に
年
記
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
書
か

れ
て
い
る
状
況
か
ら
推
定
す
る
と
、
弘
治
元
（
１

５
５
５
）
年
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
よ
り

10
年
近
く
も
遡
り
、
そ
の
上
、
今
川
方
か
ら
す
で

に
西
尾
、
西
尾
城
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
「
永
禄
６
年
以
降
・
家
康
改
名
説
」
は
否
定
さ

れ
ま
し
た
。「
西
尾
」の
名
は
、
ず
っ
と
古
く
か
ら
、

広
範
囲
で
使
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

25
年
度
か
ら
『
新
編
西
尾
市
史
』
編
さ
ん
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。
前
回
の
市
史
刊
行
か
ら
40
年
余
り

が
経
ち
、
そ
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
新
発
見
が
蓄
積
さ

れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
市
史
で
は
、
こ
う
し
た
情
報

を
収
録
し
て
い
き
ま
す
。
新
発
見
は
、
ど
こ
に
潜
ん

で
い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
周
り
に
古
文

書
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①

②

①
「
西
尾
之
御
事
」
②
「
西
尾
城
」

【
所
蔵
】
公
益
財
団
法
人
江
川
文
庫

（
伊
豆
の
国
市
）

問岩瀬文庫（☎56・2459）

1

ク ラ ブ 名 ・ 連 絡 先 活動場所 種 目

つるしろスポーツクラブ
（☎56・0082)

主に鶴城中
学校区内

ヨガや太極拳、フットサ
ルなど22教室と27の各種
サークル

ＮＰＯ法人スポーツクラ
ブいっしき
（☎77・2858)

一色地区内
ヨガやグラウンドゴル
フ、エアロビクスなど25
教室と12の各種サークル

吉良スポーツクラブ
（☎080・1560・8572) 吉良地区内

ミニバスケットボールや
棒ビクス、ラージボール
卓球など12教室

スポーツクラブさく
（☎79・1014)

佐久島小・
中学校 野球、バドミントンなど

種
ざ
ま

者
も
、

ま
す
。

み
たかツ、
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市
内
全
10
校
の
中
学
校
で
３
月
５

日
、
卒
業
証
書
授
与
式
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
１
７
１
９
人
の
生
徒
が

多
く
の
涙
と
笑
顔
の
中
、
期
待
と
不

安
を
胸
に
、
学
び
舎
を
巣
立
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

今
月
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
各
小
・
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ

ん
の
笑
顔
を
お
届
け
し
ま
す
。

西 尾 市 の デ ー タ

　佐久島の北部のソテツの広場にお
披露目されたアート作品「北のリボ
ン」。三方向の遊歩道からの来訪者
が出会い、一方向の開けた海への景
色を眺めることができる見晴らし台
です。空気が澄んだ日には正面に富
士山が見えるように計算されていま
す！　…と言いたいところですが、
それは偶然そうなったとのことです。

　今号からリニューアルした「広報
にしお」は、いかがだったでしょう
か？　編集に使う文字やソフトも変
更して慣れないこともあり、広報担
当も悪戦苦闘の末、仕上げました。
新しいコーナーも増えてページ構成
なども変わり、ご覧になられた方も
まだ慣れないかもしれませんが、少
しでも手に取っていただける機会が
増えたらと考えています。これから、
新しい「広報にしお」をよろしくお
願いします。　…さあ、新しい16日
号の編集も頑張るぞ！　(み)

編 集 雑 記

今 月 の 表 紙

【 西 尾 市 役 所 】
URL （パソコン）　http://www.city.nishio.aichi.jp/
 （携帯電話）　http://www.city.nishio.aichi.jp/mob/
E-mail　nishio@city.nishio.lg.jp 

■本　　庁 ☎0563・56・2111（代表）  〒445ｰ8501　西尾市寄住町下田22

■一色支所 ☎0563・72・7111（代表）  〒444ｰ0492　西尾市一色町一色伊那跨61

■吉良支所 ☎0563・32・1111（代表）  〒444ｰ0596　西尾市吉良町荻原川畑20

■幡豆支所 ☎0563・62・5511（代表）  〒444ｰ0798　西尾市西幡豆町仲田14ｰ2

バーコード対応の携帯
電話などで読み取ると
「モバイル＠西尾市役
所」が閲覧できます。

■人口

■交通事故の状況

■消防の状況

火災 救助 救 急

２月 4件 3件 510件

１月から
の累計 7件 5件 1,153件

３月１日現在 前 月 比
男性 85,741人 ＋32人
女性 84,403人 －9人
計 170,144人 +23人
世帯数 59,910世帯 ＋61世帯

人身事故
件 数

死 傷 者

負傷者 死亡者

２月 64件 71人 1人

１月から
の累計 125件 144人 2人

５５５５５わわわわわわわわわわがががががががががが不不不不不不不不不不いいいいいいいいい

吉良中学校にて

平坂中学校にて

西尾中学校にて

27 広報 平成27年４月１日号


